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福祉系対人援助職養成の現場から 

6４ 

西川 友理 

 

 

 

 

 

 

 

アートプレーパークでのボランティア 

 

学生とともに、子ども向けアートプレー

パークでのボランティアに参加しました。 

子どもが自由に遊ぶことが出来るプ

レーパークは、全国各地で様々なかたち

で開催されています。今回参加したのは、

NPO 法人 地域文化に関する情報とプロ

ジェクトさんによる、アート活動をメイ

ンとしたプレーパークです。 

具体的には、入口で絵の具代３00 円

を払えば、筆やローラー、ブラシ、へら、

スポンジ、ローラー、スポイト、霧吹き

などの道具を自由に使い放題、水彩絵の

具も色とりどりの色画用紙もおかわりし

放題、開催時間以内ならどれだけ描いて

も自由！というスペースです。 

開催スペースには汚れないようにビ

ニールシートやマスカーテープをしっか

り敷いて養生し、全面的に汚れを気にし

なくてもいいような環境を整えます。 

スタッフは、出来るだけ子どもたちが

表現したいことを表現することを大切に、

自他に加害を加えるような事態でないか

ぎり、何かを禁止するようなことは出来

るだけしたくない、禁止なんてしなくて

済むような場をつくろう、という考え方

を共有しています。 

 

以前から授業でこの場所の話をし、一

緒に参加しようと学生たちを誘っていた

のですが、いささか交通費がかかるとい

うこともあり、経済的に苦しい学生も増

える中で、なかなか足が向きにくいよう

でした。紹介し始めてそろそろ 1 年が経

過するかという頃に「せっかくだから一
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回くらい行ってみたいかも…」と学生が

2 人、名乗りを上げてくれました。 

 

 

活動スタート！ 

 

いざ活動が始まって、いろんな親子が

やってきました。 

子ども達は、最初はおずおずと場の様

子を見ながら活動を始めますが、この場

の自由さを肌で理解していくにつれて、

やがてどんどん自由に、好きなように表

現を展開していきます。 

子どもがどんどん自由になっていく様

子を見て、最初はこの場を汚してはいけ

ない、絵の具のもったいない使い方はい

けない…という思いにとらわれていた親

御さんたちも、徐々に解放されていきま

す。 

多少服を汚しても、多少腕や顔や足に

べったり絵の具を塗っても、多少そのま

まその場で転げまわっても、多少画用紙

と上着を水浸しにしても、そしてそのま

ま抱っこして、と言ってきても…まぁ、

いいか！そうね、いいよね！！と、なん

だか楽しくなっていく子どもと親御さん

があちらこちらで発生します。 

 

 

気になる女の子 

 

色画用紙を渡す担当をしていた学生の

うちの1人がふと、ひと組の親子を見て、 

「あの女の子、3 歳くらいやんな？もう

１時間以上いるね。」 

とつぶやきました。それを聞いたもう

1 人の学生が、 

「え、そうやったっけ‥‥？」 

「うん、〇時位から来てるから、もう 1

時間はずっとあそこにいる。」 

 

女の子は、絵の具を触ってみたり、水

に絵の具を入れてみたり、少しだけ紙に

絵の具をつけてみたり、あっちの色をこっ

ちに持ってきたり、色のついた水を混ぜ

たり…真剣なまなざしで、絵の具や道具、

色画用紙と向き合い、いろんなことをやっ

てみています。一つの動作ごとにかたわ

らにいるお父さんに「これ見て！」と伝

え、お父さんは「うん、そうやね」と答

えています。 

お父さんは「ここに描いてごらん」「ほ

ら、ここにつけたらどうなるかな」と、

いわゆる「お絵描き」をしてみてほしい

様子。女の子に色々と働きかけます。 

そんなお父さんに、スタッフが伝えま

す。 

「“お絵描き”だけにこだわらなくてい

いんですよ。絵を描くだけじゃなくて、

水を触ったり、絵の具の色を楽しんだり、

いろんな道具で、自由に、好きに、楽し

む場ですから、とにかく好きなように味

わっていただけたら…。」  

この場に年齢制限はありません。やっ

とお座りが出来るくらいの人や、はいは

いで動き回る子どもさんも参加大歓迎、

もちろん子どもを連れてきた大人が遊ぶ

ことも大歓迎。絵の具を手足で感じたり、
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いろんな色を混ぜてみたり、紙にくっつ

けてみたり、道具を叩いてみたり、水に

漬けたり、水で流してみたり、あるいは

その水をスポンジで吸い取ってみたり…。 

 

スタッフのその言葉と、周りの人々そ

れぞれの、思い思いのあり方に、お父さ

んも気持ちがほどかれたようでした。 

それからそのお父さんは、「これ使い

たい」「ほら、これ見て」「水を汲んで

きて」等女の子から発せられるメッセー

ジに対応して、見守るように傍らにいらっ

しゃいました。 

 

2 人の学生は自分たちの活動をしなが

ら、その親子を気にしています。 

「いやぁ、もう 1 時間半経つで」 

「ええー…すごいな、もう 2 時間になる

で」 

「まだ飽きないのか、すごいな…」 

結局、その女の子は、2 時間半近くか

けて、数枚の絵を描きあげました。 

女の子のお父さんに「すごい集中力で

すねぇ」と言うと、 

「何か、これと決めたら入り込んじゃう

みたいで…ずっと遊んでましたねぇ！」 

と言って、笑っていらっしゃいました。 

 

 

子どもの集中力は何分位？ 

 

その親子が帰った後も、学生たちは話

していました。 

「保育の分野では、よく、子どもの集中

力は５分～15分くらい、っていうやん？」 

「ほんまに！どこが 15 分やねんって思

うな、あの子見てたら。」 

「そうそう！あんなに長い時間集中する

なんて、マジで学校では習ってないって！

ビックリやわ、ほんま！」 

そのやり取りを聞いて、私は感心して

しまいました。 

「確かに！！そうやんね、そんなん習っ

てないよね！年齢にはよるけど、5 分と

か 15 分とかその程度だってよく言うも

のねぇ！！」 

 

終了後、当日のスタッフによるふりか

えりミーティングで、学生にこの話をし

てもらいました。 

アートプレーパークでは、子どもが夢

中になってずっと遊び込む姿はよくある

ことで、学生の気付きに逆に改めて気付

かされたという人がいました。 

「学校では、子どもが集中できる時間は

５分とか15分くらい、とか習ってるの?」 

「はい」 

「「「へー！」」」 

「それはさぁ、“子どもが集中できる時

間”じゃなくて“大人が与えようとして

るものに付き合ってくれる時間”やんね」 

「「「確かに！！」」」 

わははは、とその場では皆で笑ってい

ましたが、後から振り返ると、これはな

かなか味わい深い話だったと思うのです。 

 子どもが集中できる時間を 5 分や 15

分と想定して、集中を途切れさせないよ

うな状況を作る、保育の展開を考える。
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そして子どもはそのプログラムに合わせ

て、大人の“おもわく”にあわせて、日々

を過ごしていく。そう考えると、なんだ

か滑稽な、誰のための何のための保育か

わからないようにも思います。保育者に

そのつもりはなくても、「大人のしたい

保育」に子どもを付き合わせるようにな

るかもしれません。でも、その日その時

の保育をどう展開させていくのかを考え

るための計画書である「指導案」をつく

る時などは、そうすることが正しいと思

い込まされるように感じています。 

 あの 3 歳の女の子は、学生たちに「ほ

んとに？」という問いを投げかけてくれ

ました。 

 

 

親御さんに対する気付き 

 

2 人とも、帰るころには、 

「小さい頃にここに出会いたかったな…

今の歳でやろうと思うと、どっか“服汚

れる”“絵の具出しすぎたらもったい無

い”って制限入るもの」 

「最初、“ちょっと家から遠いわー”と

思ったけど、ほんまに来た甲斐あった。

めっちゃ面白かった。」 

「“遊び込む姿”ってのを見たよね。」 

と口々に話してくれました。そして、 

「…あとね、あの 2 時間以上遊んでた女

の子、あの子もすごかったけど、お父さ

んもすごかった。2 時間半やで、2 時間

半。保育者でもあんな状況付き合えへんっ

て‥‥。」 

「確かに、あのお父さん、すごいなぁ。

あんな親がいるんやなぁ。ああいう対応

が出来るから、子どもが安心して遊べら

れてんのやな…。」 

 

私は、そういえばそういう親の存在も

「学校で習ってない」ことだよな、と思

いながら聴いていました。 

テキストに出てくるのは、子育て支援

が必要な親御さん。子どもと向き合えな

い、子育てに苦しんでいる、余裕がない、

そんな親御さんにどう向き合うか。「お

母さんやお父さんは苦しんでいる生き物」

とでもレッテル貼りするような事例ばか

りが掲載されています。 

実際に、要支援・要養護の子どもとそ

の親御さんに対応すること、悩みや苦し

みがある親御さんに対応することは、保

育者にとって大切な仕事です。しかし、

先ほどの学生の言葉を応用するならば、 

「あんなに子どもに根気強く付き合え

る親がいるなんて、マジで学校では習っ

てないって！」といったところだと思い

ます。 

 

 

“大変で”“困っている”人を助ける 

保育者像 

 

保育士養成のテキストには「“集中力

が切れがちな子ども”にどう対応するか」

「“苦しみ悩む父や母”にどう対応する

か」という文脈に代表されるように、子

どもや親が課題と共にある姿と、それへ
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の対応方法が多く取り上げられています。 

その課題解決に動く保育者は、さなが

ら子どもと親にとってのヒーローです。

困った人を助ける人、悩んでいる人を慰

める人。子どもや親と共にいる、という

姿すら、“寄り添う”という言葉で表現

され、なんだか懐の深さを持っています

よ…みたいな表現だなぁと感じます。保

育者というのは、そういうものだと教え

ています。 

 

でも、そうではないでしょう。子ども

や保護者はそんなに弱い存在でも、ダメ

な存在でも、ありません。保育者が何か

してあげなければ、助けてあげなければ

…などと考える間もなく、本当はどんど

んと自分たちで気付き、自分たちで対応

し、どうしたらいいか、色々考えて、行

動できる人たちです。 

「日々をいきいきしく生きる子ども」

「遊び込める環境があれば、何時間でも

集中する子ども」「子育てを楽しんでい

る親御さん」「子どもとの向き合い方が

とても素晴らしい親御さん」、そんな人

もいることを、いやむしろ環境さえ整え

ば、ほとんどの人がそうであることを、

まずは実感として知る事が大切だと思い

ます。 

これにより、「子どもを一人の人とし

て尊重しましょう」「親御さんには敬意

をもって接しましょう」という言葉だけ

の表面的な理解でなく、心から子どもと

親御さんに敬意を持ち、相手の存在を尊

重していくようになります（例えば、養

成校へ入学当初は「子どもって可愛い」

と言っていた学生が、いくつかの現場経

験を経ると「子どもってすごい」「子ど

もって面白い」と表現するようになる、

といった形で現れます）。 

自分たちはヒーローではない。子ども

や親御さんたちは力を持った存在で、本

当にその成長を共に過ごすことが大切。

そのように、ヒーロー幻想がなくなって

はじめて、ヒーローではない“わたし”

だからこそ、素晴らしい存在である“子

ども”や“親御さん”だからこそ、いっ

しょにいることで何ができるのか、地に

足付けて考えることが出来るようになる

と感じています。 

 

 

現実と理想 

 

ボランティア終了後の帰り道、途中ま

で学生のうちの 1 人とともに、2 人で帰

りました。その時に、初めて彼女が、 

「…でも、あれは普通の幼稚園や保育園

ではできないですよねー。」 

ため息交じりに言いました。 

「…というと？」 

「実際そんな無制限に絵の具を使えない、

服も体も汚す。ああいうの嫌いな子も好

きな子も、いろんな子がいる。ていうか

そもそも、園だと、大人に対して子ども

の人数が多すぎる。環境設定とかどうし

たらええのか…“園”という場所であれ

をやろうっていうのは、なかなかできな

い。…なんていうか、今日のプレーパー
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クは…贅沢な体験やったと思う。ほんと

に、楽園みたいなところでした。私が子

どもの時に出会いたかった…。あれを普

通の園でやろうってのは、出来へんと思

う…。」 

「出来へんと思うの？」 

と聞き返すと、ちょっと戸惑ったように 

「え、だって…出来へん…のじゃないの

かな？全く出来へんというわけではない

…かな？いやでも難しいんじゃない…か

な…？」 

頭を捻る学生です。 

「今日“好きなことを好きなだけ遊び込

むことが出来る所では、子どもはこんな

姿を見せる”っていうことを、体験とし

て知ったというだけでも全然違うと思う

ねん。だって、今日の子どもたちみんな

すごかったでしょ？」 

「はい。すごかった。」 

「あれに少しでも近づけるためにはどう

したらいいか、っていうことを考えるこ

とが出来るんじゃないかなぁ…。」 

「えー、そんなん無理―（笑）」 

「いや、だから、“少しでも”よ（笑）！

本物の“子ども、すごいな！”という場

面を見たことがあるのとないのとでは、

はやっぱり違うねんって！なんかできな

いかな、って考えられるヒントがいっぱ

いあったやん！だって、あんなの、した

いと思うでしょ？」 

「したいと思う！でも、ふつうの幼稚園

や保育所で、どうやったらええのか‥‥？」 

理想を知って、地に足付けて、うーん

と考え込む学生です。 

 

 

ヒーローでも、楽園でもないから、 

どうするか。 

 

子どもが何時間でも、自分の好きなだ

け、好きなことに無制限に没頭できる環

境なんて、今のこの国には本当にわずか

にしかありません。 

でも、それがどういう体験や意味をも

たらすか、この日この学生たちは目のあ

たりにしました。遊び込む子ども、とも

にいる親御さん、楽園のような環境、ス

タッフの対応…きっとこの学生たちは「子

どもの主体性を大切にした保育」という、

今や子どもの現場ではどこでも聞かれる

言説を、この日以降、今までと違う味わ

いでもって口にするに違いありません。 

目指したい姿を見たのです。それに近

づくには制限があるということもわかっ

ています。その制限がある中で、園の中

で、何をどう達成できるのか。実践的に

考える保育が始まります。 

 

 

先人たちの研究結果と 

対人援助の場にやってくる“言説” 

 

人を支援するにあたり、難しいことも

多いから、いろんな人が研究しています。

その研究結果は素晴らしいものです。私

たちはそれらの本を読みます。また、養

成校教員は自らも研究を進め、学生にも

それらを伝えます。先人の知見に基づく
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様々な考え方、手法、技術が世に出され

ます。 

だけどそれが広まる際には、「〇分な

ら集中できる」「自己決定が大事」「親

御さんには寄り添って」等、手法やテク

ニックや耳に心地いいスローガンのよう

な言説がついつい印象に残りがちです。 

テキストや、授業もそうです。養成校

教員としては、哲学や理論や根底に流れ

るスピリッツを伝えているつもりでも“で

は実際に子どもに対して具体的にどんな

テクニックが有効か、何を伝えれば正解

か”を知りたい、というニーズは強烈で

す。今の悩みに正解が欲しいのです。そ

れを使えば、まるでヒーローのように、

問題解決が出来るような手法が欲しいの

です。 

そうすると、その言説自体が、根底に

ある考え方や科学的根拠や倫理観、哲学

等から離れて、単なる小手先のテクニッ

クとして独り歩きしてしまうことがあり

ます。そこから生まれた誤解が、子ども

や幼児教育の現場にはそこここに存在す

ると感じています。 

 

例えば、近年では“不適切保育”とい

う言葉にその匂いを感じます。 

“不適切保育”という言葉が独り歩き

して、何が不適切なのか、本当にわから

なくなりつつ、「いつか自分が不適切を

してしまうのではないか、むしろ自分で

気づいていないけれど、不適切なことを

すでにしてしまっているのではないか」

とモヤモヤを抱える保育者が増えていま

す。そもそも“何をもって不適切とする

のか？”追い詰められた保育者に、一次

資料や背景論理や哲学・倫理までさかの

ぼって考える余裕は、時間的にも精神的

にもありません。 

すると「〇〇するのは不適切なんだっ

て」「〇〇しちゃいけないんだって」‥

‥枝葉末梢の言説に踊らされがちになっ

てしまいます。 

 

 

地に足付けて、 

今、目の前の人と向き合う 

 

そんな時、目の前にいる子どもや親御

さん、同僚といった「人」が、こちらの

目を覚まさせてくれます。3 歳の女の子

が 2時間以上遊び込む姿を目の当たりに

したことで、「あなたが学んできたこと

は、本当に本当のことなのかな」という

問いを、学生たちに突きつけてくれたよ

うに、「現場で起こっていることは、本

当はどういうことなのか？」と、リアル

に突きつけられる対人援助の現場です。 

 

実習も大事、だけど本当は、出会うと

いうことそのものが大事。 

学生たちは、子どもに直接出会う“実

習”で多くのことを学んできます。机上

で学んだことを、実習で確かめることで、

理論と実践が往還する、素晴らしい学び

です。専門職として保育者になるために

必要なプロセスです。でも、実習は「〇

〇を学ばねばならない」「評価をクリア
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しなければならない」「日々の記録を書

いて毎日提出しなければならない」‥‥

等、やらねばならぬことが多すぎます。 

だから私は、実習もとても大切だと思

うのですが、それよりもまずはただ、「人

と人」として、子どもといわず大人とい

わず、いろんな人に「出会う」というこ

と、その体験そのものこそが大切だと感

じています。 

そこで出会う様々なことから、今まで

思い込んでいたものとは違う世界が見え

てくる。実習のように評価する/される、

という関係性がなく、ただ出会うなかで、

自分自身が持っていた常識や世界が揺ら

される。その体験によって、机上の空論

でないひとのありさま、ヒトという存在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

について、地に足つけて考えるきっかけ

が生まれる。それが対人援助の専門職に

なる者としての大切な土台となると考え

ています。 

 

なにせ学生という人たちは、出会える

環境さえあれば、あとは自分たちで素晴

らしい気付きを得ていく方々なんです。

知識と情報は授業で伝えられますが、何

より自ら得た気付きが学生を大きく成長

させます。 

養成校教員としては、学生と一緒に新

たな気付きに出会い続けていきたい、そ

のためにどうしたらいいかしら…と、考

え続けています。 

 

 

 

 


